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まちづくり交付金　事後評価シート

前橋市六供地区

平成２０年１２月

群馬県前橋市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 167.4ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり ●

なし

あり ●

なし

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

群馬県 市町村名 前橋市

その他の
数値指標２

新たに追加し
た事業

8

指標1

指標２

回

商業店舗床面積

地区名

事業名

なし

なし

交付対象事業費平成20年度事後評価実施時期

平成16年～平成20年

-

3,395百万

指　標

高質空間形成施設、土地区画整理事業(六供地区)

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

国費率平成16年～平成20年

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

六供地区

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

土地区画整理事業の進捗に伴い街並みが
整備され、分譲地やアパートなどが多く建
築された。

土地区画整理事業の進捗に伴い道路網が
整備され消防車等の通行に支障がある場
所が減った。
また公園の整備や大学管理講義棟の完成
により緊急避難所機能が強化された。

土地区画整理事業の進捗に伴い街並みが
整備され、幹線道路沿いなどに店舗が出始
めた。

平成21年4月頃

なし

なし

大学管理講義棟等整備事業

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

土地区画整理事業により適正に配置された公園の内、近隣公
園の1カ所の施設整備について地元と十分な協議を重ね整備を
行う。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

 ５）実施過程の評価

なし

交付期間
の変更

愛護会設置が固まれば公園管理事務所にて認可をする。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

公園愛護会の活動

公園愛護会の設置

都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況 今後の対応方針等

効果発現要因
（総合所見）

数　　値 目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み ３）その他の数値指標

　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

その他の
数値指標1

指標４
公開講座(市民講座）の実
施

指標３

-

㎡ 11,880 H16 13,068

H17

H20

平成21年4月頃
講義棟で公開講座を実施し地域コミュニ
ティーの活性化に繋がった。

平成21年4月頃△

△

平成21年4月頃

数　　値 フォローアップ
予定時期

消防活動困難度 ％ 20.4 H16 8.1 H20 -

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

地域内住居者数の増加率 人/ha 67 H16

24 H20

77

-

実施内容

-

9.1

12,700

14

76

△

H20

地域コミュニティの活性化等

目標
達成度

△

1年以内の
達成見込み

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

都市再生整備計画に目標２項目追加



様式２－２　地区の概要

単位：人/ha 67 H16 77 H20 76 H20

単位：％ 20.4 H16 8.1 H20 9.1 H20

単位：㎡ 11,880 H16 13,068 H20 12,700 H20

単位：回 8 H17 24 H20 14 H20

目標値 評価値

六供地区（群馬県前橋市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

本地区は、中心市街地及びＪＲ両毛線前橋駅に至近距離にありながら道路網の整備が遅れていたが、土地区画整理事業により狭小道路の改善や幹線道路の整備が進んでいる事、近隣公園が整備された事により安心して住み
やすいまちづくりを推進している。今後も引き続き土地区画整理事業を推進し、幹線道路の整備完了を目指し、更なる利便性の向上に努める。また街区公園の整備等により、良好な住居環境の保全・育成を図る。

まちの課題の変化
幅員狭小道路の改善・・・地域住民との十分な折衝の元に土地区画整理事業を進めたことにより、道路網の整備が進んだ。土地区画整理事業は継続中のため、引き続き整備を進めていく。
地域コミュニティの活性化・・・管理講義棟建設に伴い公開講座等が充実し、地域の方に大学を訪れていただく機会が増え、まちづくりの担い手育成に寄与した。公開講座の開催だけにとらわれず、大学の地域貢献のありかたを検
討し、充実する必要がある。

地域と人の基盤整備による健全で安全な新しいまちづくり
目標１　区画整理事業や六供地区近隣公園整備の地域基盤整備により、交通混雑の緩和や良好な住環境の形成
を図る、安全で健全なまちづくり
目標２　大学を中心に学生と地域住民が一体となった地域コミュニティの形成と新たなまちづくりの担い手の育成
目標３　大学施設を防災施設として活用したまちの防災安全機能強化

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

消防活動困難度

地域内住居者数の増加率

商業店舗床面積

公開講座(市民講座）の実施

基幹事業（土地区画整理事業）
・六供土地区画整理事業

基幹事業（高質空間形成事業）
・六供天神公園

提案事業（地域創造支援事業）
・大学管理講義棟等整備事業


